
 
 
 
 
 

 

 
              
 
    

 

 

 

 

 

 
 

                        
 

 

  

【平成 27年度経営型研究全体テーマ】 
学校組織の を図る 協働体制の構築

学校マネジメントの在り方 

経営のイノベーション 
経営型研究協力校における 
  学校経営コンサルティング事業 

校長のリーダーシップの下、ビジョンを共有しながら、教職員一人
ひとりの能力・適性を活かした学校組織が運営されている。教職員
全員が協力して、日々の教育活動において機動的に対応している 

38% 
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45% 

「組織の一員としての自覚」表記 

記述なし 

協業型組織づくりの意識が見られる 

２ 協業型組織へのさらなる意識化を！ 
  

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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メンバーの参画 
相互の信頼 

相互援助関係 
仕事のコミュニケーション 

モヤモヤの処理 
動いて学ぶ姿勢 
能力の活用 

目標の受け止め 
価値の共有 
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53.2  
51.6  
50.0  

45.2  

割合 

３  
 

子どもを取り巻く環境の複雑化・困難化 
学校に求められる役割の拡大 
新たな教育課題への対応 …等 
個々の教員の創意工夫や努力を超える 

組織で対応…協働・協業型 

 

１ 山積する学校現場の課題は組織で対応！ 
 

４ 組織的な取組が学力向上の基盤 
Q：学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で共有していますか 

〔文部科学省・国立教育政策研究所 平成 27年度全国学力・学習状況調査 
 学校質問紙選択肢別平均正答率〕 
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国語A 国語B 算数A 算数B 理科 

よくしている 
どちらかといえばしている 
あまりしていない 
全くしていない 

管理職面談による校長 
の思い・学校実態把握 

協働化支援組織の設置・機動化 

ワークショップ型 
研修の支援 

生徒の意識を職員の
課題につなぐ支援 

研究の進行状況の形成的
見取りと助言 

体制 
づくり 

コーディネート 

管理職
面談 

管理職面談による
学校の現状把握と
方向性の確認 

課題の共有から
改善策の焦点化
までの支援 

職員・生徒両ワークシ
ョップの企画支援によ
る意識の摺り合わせ 

共通実践の定着状
況を授業評価を通し
て客観的に評価 

進行 
管理 

共有化 
のしかけ 

改革等推進の組
織の立ち上げと
運営等の支援 

同僚性 

◆  
◆コーチングによるアプローチ 
◆プロセス・コンサルテーション 
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自律性 組織性 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学校魅力化プラン 
•生徒・職員意識調査、学校評議員会・甲佐町の意見から課題を明確化 
•学校魅力化「目標達成表」作成によるミッション・ビジョンの共有 
 ２ 職員の希望による作業チームと経営マネジメント推進委員会 
•職員の得意分野・自主性・アイデアを活かしたチーム編成による活動  
•経営マネジメント推進委員会による各種取組の進行管理 

３ 広報活動・地域連携の推進 

•ホームページの刷新、ポスター作成と掲示、元気の出る講演会 
•地域特産「ニラ」スイーツの開発（生徒・地域・大学連携） 

 

生徒と教師で取り組むレゴ型の学校魅力化 
― ｏｎｌｙ ｏｎｅ の共育 ― 

○課題と改善の方向性が共有できた！ 

○職員のアイデアや行動力が活かされた！ 

○地域の方々と協働した取組が進んだ！ 

職員ワークショップの様子 

★生徒意識調査★ 
 「学校生活の改善」・ 「通学の改善」 
 「校長先生！魅力ある甲佐高校づくりを 

私たちも進めたい！」 
★職員の参画・協働★ 
 
 
 
 
 
 
 
 目標達成表作成中 
 

コンサル研究部 

★経営マネジメント推進委員会★ 
   レゴ型学校魅力化推進 
   甲佐高校の良さを発信 
    広報活動の充実・地域連携 
   生徒・職員が「共に育つ」環境づくり 
    参画・協働による実践を通した人材育成 

  思いを 
 つないで 

  実践の推進 

 

アイディアピースにより、レゴのようにわくわくするような新しい魅力の創造！ 

１ ビジョン共有から実効策策定、管理に
至るプロセス等における支援のあり方 

  課題

 
２ 負担感を効力感に転換するコンサル
テーションのあり方 

  

 
３ 協働化支援組織のシステム化 
  

 

 
(1)課題意識の顕在化及び共有化 

ワークショップ型研修等により、問題意識や課題を
出し合う場を設定することで共通認識が生まれた。 

(2)組織目標と個人目標の一体化 
育成面談等の活用を促すことで、経営方針と個人
目標が一体化し、育成の視点が明確になった。 

(3)協業型組織づくりと参画意識の醸成 
実態や課題に応じた諸研修の企画と運営により、
全職員で学校組織や組織の一員としてのあり方を
考える契機となった。 

 
(1)リーダーシップの下支え 

面談等を通じて経営行動の見直しや改善に 
導くことで、方針が明確になった。 

(2)管理職と職員、職員と生徒のコーディネート 
管理職の思いを職員集団に、また生徒の願いや本音を
職員集団に伝えて双方の意識の摺合せができた。 

加えることばかりな
ので、いらないもの
を削るという視点で
アドバイスいただけ
ると活用できると思
う。 

○自己評価シート 
○ワークショップ型校内研修 
○共通実践事項の掲示 
○管理職による形成的評価 

 

１ 学校の魅力化 
学校の課題を踏まえた生徒・職員のアイデアを採

用しながら実践へ結びつける 
２ 各種ワークショップと意識調査の活用 

生徒・職員の参画・協働意識を高める 
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